
　

◆
特
集
に
あ
た
っ
て

１
、
二
〇
二
三
年
九
月
二
日
㈯
、
三
日
㈰
の
二
日
に
わ
た
っ
て
、「
第
６
回
『
原
発

と
人
権
』
全
国
研
究
・
市
民
交
流
集
会
in
ふ
く
し
ま
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
「『
原
発
と
人
権
』
全
国
研
究
・
市
民
交
流
集
会
in
ふ
く
し
ま
」
は
、
東
京
電
力
福

島
第
一
原
発
事
故
の
翌
年
二
〇
一
二
年
に
「
第
１
回
」
を
開
催
し
て
以
降
、
基
本

的
に
二
年
毎
に
、
そ
の
都
度
実
行
委
員
会
を
結
成
し
、
福
島
大
学
を
会
場
に
お
借

り
し
て
開
催
さ
れ
て
き
た
。「
第
５
回
」
は
、
コ
ロ
ナ
の
た
め
一
年
延
期
を
し
二
〇

二
一
年
に
完
全
リ
モ
ー
ト
で
の
企
画
と
な
っ
た
が
、
今
年
は
「
第
６
回
」
を
五
年
ぶ

り
に
、
福
島
大
学
を
お
借
り
し
て
、
リ
ア
ル
＋
オ
ン
ラ
イ
ン（
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）で
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

２
、「『
原
発
と
人
権
』
全
国
研
究
・
市
民
交
流
集
会
in
ふ
く
し
ま
」
は
、
福
島
第
一

原
発
事
故
が
も
た
ら
し
た
未
曾
有
の
、
広
範
で
多
様
な
被
害
と
人
権
侵
害
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
破
壊
に
対
し
て
、
被
害
の
回
復
、
完
全
賠
償
、
そ
し
て
原
発
の
な
い

社
会
を
目
指
し
、
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
大
き
な
連
帯
と
協
力
の
輪
を
作
ろ
う
と

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
実
行
委
員
会
も
、
法
律
家
、
自
然
科
学
者
、
社
会
科
学
者
、

医
師
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
そ
し
て
市
民
に
広
く
呼
び
か
け
た
。
実
行
委
員
会
参

加
団
体
は
回
を
追
う
ご
と
に
増
え
、「
第
６
回
」
の
参
加
団
体
は
二
二
団
体（
後
記
）

で
あ
り
、
実
行
委
員
長
吉
村
良
一（
立
命
館
大
学
名
誉
教
授
）、
副
実
行
委
員
長
大
坂

恵
里（
東
洋
大
学
教
授
）、
事
務
局
長
杉
本
朗（
弁
護
士
）の
体
制
で
あ
っ
た
。
参
加
者

は
、
一
日
目
の
全
体
会
が
リ
ア
ル
一
〇
四
名
、
ｚ
ｏｏ
ｍ
一
二
八
名
、
二
日
目
の
分

科
会
が
、
リ
ア
ル
一
〇
九
名
、
ｚ
ｏｏ
ｍ
二
三
六
名
で
あ
っ
た
。

３
、
事
故
か
ら
一
二
年
目
の
今
年
、
周
知
の
よ
う
に
、
束
ね
法
「
Ｇ
Ｘ
脱
炭
素
電

源
法
」
が
成
立
し
、
ま
た
、
岸
田
内
閣
が
「
今
後
の
原
子
力
政
策
の
方
向
性
と
行

動
指
針
」
を
決
定
し
て
、
原
発
政
策
の
大
転
換
が
強
行
さ
れ
た
。
こ
の
大
転
換
は

昨
年
六
月
の
最
高
裁
判
決
の
お
墨
付
き
に
よ
り
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
政
府
と

東
電
は
八
月
に
、
処
理
汚
染
水
の
海
洋
放
出
を
、「
関
係
者
の
理
解
な
し
に
い
か
な

る
処
分
も
し
な
い
」
と
の
約
束
を
反
故
に
し
て
強
行
し
た
。
こ
の
政
策
転
換
、
強

行
の
背
景
と
し
て
は
世
論
の
変
化
が
大
き
い
。
今
回
「
第
６
回
」
は
こ
う
し
た
直

近
の
状
況
も
含
め
、「
原
発
」
と
「
人
権
」
を
め
ぐ
る
わ
れ
わ
れ
の
諸
課
題
が
こ
の

一
二
年
間
に
ど
こ
ま
で
前
進（
あ
る
い
は
後
退
）を
し
た
か
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら

な
る
前
進
の
た
め
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

４
、「
第
６
回
」
で
は
上
記
の
企
画
の
趣
旨
に
対
応
す
べ
く
次
の
よ
う
な
内
容
と

な
っ
た
。
一
日
目
の
全
体
会
で
、
広
渡
清
吾
元
日
本
学
術
会
議
会
長
か
ら
、
原
発

問
題
に
関
連
し
て
、「『
ふ
く
し
ま
』
と
科
学
者
の
社
会
的
責
任
│
科
学
者
・
市
民
・

政
治
」
と
い
っ
た
大
き
な
視
野
か
ら
の
記
念
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
大
変
示
唆
に

集
特

「
原
発
と
人
権
」

     

人
間
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
回
復
と

     

原
発
の
な
い
社
会
を
め
ざ
し
て

　
　
　

  　
　
　

第
６
回
全
国
研
究
・
市
民
交
流
集
会
ｉｎ
ふ
く
し
ま

　
　
　

  　
　
　

│
│
事
故
か
ら
12
年
の
い
ま（
２
０
２
３
・
９
・
２
〜
９
・
３
）よ
り
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富
む
講
演
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
現
地
・
被
害
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
生
々
し
い
五

つ
の
報
告
、
吉
村
実
行
委
員
長
か
ら
の
上
記
「
第
６
回
」
の
企
画
の
趣
旨
に
こ
た

え
る
「
基
調
報
告
」
を
受
け
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
ま
た
、
集

会
宣
言
と
、
処
理
汚
染
水
の
海
洋
放
出
に
関
す
る
特
別
決
議
を
採
択
し
た
。
二
日

目
に
は
六
つ
の
分
科
会
を
行
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
極
め
て
充
実
し
た
内
容
で
あ
る
。

ぜ
ひ
各
報
告
を
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
。

　

な
お
、
全
体
会
の
冒
頭
、
吉
村
実
行
委
員
長
が
開
会
挨
拶
を
さ
れ
た
が
、
前
記

「
基
調
報
告
」
で
充
実
し
た
ご
報
告
が
あ
る
の
で
、
紙
数
の
関
係
も
あ
り
、
報
告

書
と
し
て
は
そ
ち
ら
に
譲
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。
福
島
大
学
か
ら
は
塩
谷
弘
康
副

学
長
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。
短
い
が
、
現
場
か
ら
な
ら
で
は
の
内
容
で
あ
り
、

ぜ
ひ
ご
一
読
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
分
科
会
報
告
は
、
本
報
告
で
は
紙
数
の
関

係
で
要
点
の
み
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
環
境
会
議
主
催
の
分
科
会

　

開
会
に
あ
た
っ
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「『
原
発
と
人
権
』
全
国
研
究
・
市
民
交
流
集
会
」
は

今
回
で
第
六
回
目
を
迎
え
ま
す
が
、
福
島
大
学
で
の

開
催
は
、
二
〇
一
八
年
七
月
に
開
催
さ
れ
た
第
四
回

集
会
以
来
、
五
年
ぶ
り
に
な
り
ま
す
。
こ
の
集
会
が

福
島
の
地
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
は
大
き
な
意
義
が

あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

ご
参
加
に
対
し
て
、
心
か
ら
歓
迎
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
一
二
年

と
半
年
余
り
、
干
支
が
一
回
り
し
ま
し
た
。
大
学
に

入
学
し
て
く
る
学
生
た
ち
も
事
故
当
時
は
小
学
校
に

上
が
る
前
、
そ
れ
だ
け
の
時
間
が
流
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
と
く
に
福
島
で
は
、
道
路
、
鉄
道
、
港
湾
な

ど
各
種
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
ほ
ぼ
終
わ
り
ま
し
た
が
、

い
ま
だ
多
く
の
住
民
が
避
難
生
活
の
継
続
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
ふ
る
さ
と
に
帰
還
で
き
た

と
し
て
も
、「
復
興
」
を
実
感
で
き
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
先
月
強
行
さ
れ
た
、「
Ａ
Ｌ

Ｐ
Ｓ
処
理
水
」
の
海
洋
放
出
は
、
被
災
地
福
島
を
と

り
ま
く
問
題
の
縮
図
の
よ
う
な
出
来
事
で
し
た
。

　

そ
れ
は
ま
ず
、
原
子
力
災
害
の
被
害
の
超
長
期
性

と
不
確
実
性
を
示
し
て
い
ま
す
。
原
子
力
緊
急
事
態

宣
言
は
い
ま
だ
出
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
り
、
事
故
は
収

束
し
て
お
ら
ず
、
新
た
な
被
害
が
発
生
し
続
け
、
被

害
の
全
貌
を
捉
え
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
意
思
決
定
・
政
策
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
、

被
害
者
・
被
災
者
が
排
除
さ
れ
て
い
る
と
い
う
問
題

で
す
。
損
害
賠
償
の
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
決
定
権

を
も
つ
の
は
法
的
責
任
・
政
治
的
責
任
を
負
う
加
害

者
側
の
東
電
と
国
で
あ
り
、被
害
者
・
被
災
者
は「
当

事
者
性
」
を
奪
わ
れ
た
ま
ま
で
す
。

　

そ
し
て
、
市
民
、
専
門
家
の
多
様
な
意
見
を
踏
ま

え
た
対
話
・
討
議
が
な
さ
れ
ず
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水

の
海
洋
放
出
が
唯
一
の
選
択
肢
と
し
て
示
さ
れ
、
メ

デ
ィ
ア
を
巻
き
込
ん
で
の
正
当
化
が
進
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
で
す
。
異
議
や
反
論
は
、「
非
科
学
的
」
と
い

う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
、
復
興
を
阻
害
し
て
い
る
と

第
6
回
「
原
発
と
人
権
」
全
国
研
究
・
市
民
交
流
集
会
in
ふ
く
し
ま

福
島
大
学
か
ら
の
挨
拶

塩
谷
弘
康

福
島
大
学
副
学
長

は
、
同
会
議
よ
り
別
途
詳
細
な
報
告
が
予
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
の
で
、
ぜ

ひ
そ
ち
ら
も
ご
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

  　
　
（「
原
発
と
人
権
」
第
６
回
集
会
実
行
委
員
会
・

 

「
法
と
民
主
主
義
」
編
集
委
員
会　

海
部
幸
造
）

（
実
行
委
員
会
参
加
団
体
）

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
所
／
原
子
力
市
民
委
員
会
／
原
子
力
資
料
情
報
室
／
原
発
被
害
者
訴

訟
原
告
団
全
国
連
絡
会
／
原
発
問
題
住
民
運
動
全
国
連
絡
セ
ン
タ
ー
／
公
害
・
地
球
環
境
問
題
懇

談
会
／
自
由
法
曹
団
／
青
年
法
律
家
協
会
弁
護
士
学
者
合
同
部
会
／
全
国
公
害
被
害
者
総
行
動
実

行
委
員
会
／
全
国
公
害
弁
護
団
連
絡
会
議
／
高
木
仁
三
郎
市
民
科
学
基
金
／
脱
原
発
弁
護
団
全
国

連
絡
会
／
津
島
原
発
訴
訟
弁
護
団
／「
生
業
を
返
せ
、
地
域
を
返
せ
！
」
福
島
原
発
事
故
被
害
弁

護
団
／
日
本
科
学
者
会
議
／
日
本
環
境
会
議
／
日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
会
議
／
日
本
反
核
法
律
家

会
議
／
日
本
国
際
法
律
家
会
議
／
日
本
民
主
法
律
家
協
会
／
福
島
原
発
被
害
弁
護
団
／「
原
発
と

人
権
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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い
う
批
判
に
晒
さ
れ
ま
す
。

　
「
廃
炉
と
復
興
の
た
め
の
海
洋
放
出
」
と
言
わ
れ
れ

ば
、
不
安
や
疑
問
を
口
に
す
る
こ
と
は
憚
ら
れ
、
押

し
黙
る
し
か
な
い
。
本
当
の
思
い
を
語
る
こ
と
が
で

き
な
い
ま
ま
、
原
子
力
災
害
が
生
み
出
し
た
家
族
や

社
会
の
対
立
と
分
断
は
ま
す
ま
す
拡
が
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

　

浪
江
町
出
身
の
歌
人
、
三
原
由
起
子
さ
ん
は
、
次

の
よ
う
な
歌
を
詠
ん
で
い
ま
す
。

　
　

復
興
と
言
わ
れ
て
し
ま
え
ば

　
　
　

本
当
の
心
を
言
葉
に
で
き
な
い
空
気

 

三
原
由
起
子
『
歌
集　

土
地
に
呼
ば
れ
る
』

 

（
本
阿
弥
書
店
、
二
〇
二
二
）所
収

　

事
故
後
、
福
島
県
は
「
原
子
力
に
依
存
し
な
い
、

安
全
・
安
心
で
持
続
的
に
発
展
可
能
な
社
会
づ
く
り
」

を
復
興
の
柱
に
掲
げ
、
東
電
第
一
原
発
と
第
二
原
発

合
わ
せ
て
原
子
炉
一
〇
基
の
廃
炉
を
決
め
、「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
先
駆
け
の
地
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
国
内
で
は
、
原
発
再
稼
働
に
向
け
た
動

き
が
一
気
に
加
速
し
、
最
高
裁
裁
判
所
は
そ
の
露
払

い
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
原
子
力
災
害
に

よ
っ
て
悲
惨
な
目
に
遭
う
の
は
自
分
た
ち
だ
け
に
し

て
欲
し
い
と
願
う
者
に
と
っ
て
は
、
屈
辱
以
外
の
な

に
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
翻
っ
て
、
福
島
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
本

当
に
、
安
全
・
安
心
で
持
続
的
可
能
な
社
会
づ
く
り

が
進
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
い
ま
や
福
島
県
の

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
発
電
量
は
日
本
一
、
里
山
は
太
陽

光
発
電
パ
ネ
ル
で
覆
わ
れ
、
海
岸
線
や
稜
線
に
は
巨

大
な
風
車
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。

　
　

青
田
波
黄
金
波
の
風
景
が
黒
い
波
に
な
る　

　
　
　

い
ち
め
ん
の
土
地

　

こ
れ
も
三
原
さ
ん
の
歌（
前
出
歌
集
所
収
）で
す
が
、

ふ
る
さ
と
の
美
し
い
田
ん
ぼ
は
、
汚
染
土
を
入
れ
た

フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク
の
置
き
場
と
な
り
、
そ
の
跡
地
が

今
度
は
太
陽
光
発
電
の
パ
ネ
ル
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
が
私
た
ち
の
望
ん
だ
復
興
の
姿
な
の
で
し
ょ

う
か
。
原
発
事
故
前
、
首
都
圏
の
消
費
電
力
の
約
三

分
の
一
を
福
島
県
が
供
給
し
て
い
ま
し
た
が
、
事
故

後
も
電
源
供
給
基
地
と
い
う
福
島
の
位
置
づ
け
は
何

ら
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
中
央
と
地
方
、

収
奪
と
依
存
と
い
う
関
係
は
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
、
３
・
11
に
よ
っ
て
何
が
変
わ
っ
た

の
か
、
そ
ん
な
疑
問
が
湧
い
て
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の
中
に
あ
っ
て

も
、「
人
間
の
復
興
」
に
向
け
た
多
く
の
草
の
根
の
活

動
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
す
。「
人
間
の
復

興
」
に
つ
い
て
の
決
ま
っ
た
定
義
や
共
通
の
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
な
り
の
考

え
を
申
し
上
げ
れ
ば
、「
原
子
力
災
害
に
よ
っ
て
断
ち

切
ら
れ
た
『
自
然
と
人
』『
人
と
人
』
の
関
係
を
修
復

し
、
ふ
る
さ
と
と
な
り
わ
い
を
取
り
戻
す
こ
と
、
歴

史
と
伝
統
・
文
化
を
、
周
り
の
人
々
へ
、
次
の
世
代

へ
と
つ
な
い
で
い
く
中
で
、
一
人
ひ
と
り
が
人
生
の

主
人
公
に
な
る
こ
と
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
七
月
一
二
日
に
、
南
相
馬
市
小
高
に
、「
お
れ

た
ち
の
伝
承
館
」
が
開
館
し
ま
し
た
。
す
で
に
二
〇

二
〇
年
九
月
に
は
、
双
葉
町
に
、「
東
日
本
大
震
災
・

原
子
力
伝
承
館
」
と
い
う
県
の
施
設
が
で
き
て
い
ま

す
が
、
少
な
く
と
も
二
年
前
に
訪
れ
た
時
に
は
、
震

災
・
原
発
事
故
の
教
訓
や
加
害
の
事
実
を
正
し
く
伝

え
て
い
る
と
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

お
れ
た
ち
の
伝
承
館
は
、
二
〇
一
七
年
に
始
ま
っ

た
「
も
や
い
展
」
を
母
体
に
、
地
元
の
方
と
県
内
外

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
協
働
で
創
り
上
げ
た
小
さ
な
展

示
場
で
す
が
、
倉
庫
を
改
装
し
た
不
思
議
な
空
間
に

立
つ
と
、
沈
殿
し
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
が
湧
き

上
が
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
は
、
ア
ー
ト
の
力
に
よ
っ
て
、
過
去
と
向

き
合
い
、「
見
え
ざ
る
も
の
を
」
可
視
化
し
よ
う
と
す

る
意
欲
的
な
試
み
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
な
意
見
や
見
方
が
あ
る
中
で
、
来
場
者
が
迷
い
の

世
界
に
陥
り
、
自
分
自
身
に
と
っ
て
原
発
事
故
と
は

何
で
あ
っ
た
か
を
問
わ
れ
る
の
で
す
。

　
「
沈
黙
か
ら
伝
承
へ　

反
駁
か
ら
共
感
へ　

分
断

か
ら
協
働
へ
」
と
い
う
伝
承
館
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹

介
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
と
明
日
の
二
日
間
、
原
発
事
故
被
害
の
記
録
、

原
発
関
連
訴
訟
、
核
兵
器
と
原
発
、
原
発
再
稼
働
、

メ
デ
ィ
ア
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
原
発
事
故
に
よ
る

分
断
と
い
う
、
多
様
な
視
点
か
ら
、「
原
発
と
人
権
」

が
論
じ
ら
れ
ま
す
。

　
「
現
場
の
声
」
が
幅
広
く
発
信
さ
れ
て
、「
コ
ン
セ
ン

ト
の
向
こ
う
側
」（
※
）に
加
え
て
「
放
出
口
の
向
こ
う

側
」
を
自
分
事
と
し
て
考
え
る
方
が
一
人
で
も
増
え

る
こ
と
、
そ
し
て
、
実
り
あ
る
議
論
が
福
島
の
真
の

復
興
に
つ
な
が
る
こ
と
を
、
切
に
希
望
し
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
中
筋
純
氏（
写
真
家
・
お
れ
た
ち
の
伝
承
館
館
長
）の
同
名
の

著
書（
小
学
館
、
二
〇
二
一
年
）か
ら
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